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三嶽神社祭典等行事予定表

１月 １日（水） １０時～ 歳旦祭

１５日（水） １０時～ どんと祭

４月１３日（日） １０時～ 祈年祭並びに火防祭

６月２９日（日） １０時～ 夏越の大祓

９月１２日（金） １０時～ 例大祭

１１月２３日（日） １０時～ 新嘗祭

１２月２１日（日） １０時～ 年越の大祓
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拝殿床下の根太を修理しました

昨年、市の有形文化財に指定されている拝殿の床下根太が広範囲に亘り腐って
いることが確認されました。そのため床がきしみ、祭儀や神楽（権現舞）への影
響があったほか、市の文化財課からも至急修理が必要だとの指摘を受けました。

そこで総代会において当該修理は必要急務であるとの結論に達し、晴山建築様
にご協力戴き、改修工事を行いましたのでご報告致します。

令和７年新年祈祷のご案内

新玉の年にあたり個人様、法人様の新年祈祷のご予約を承ります。
年の初めの清々しい気持ちで、1年の平安と益々のご発展を氏神さまにお祈り戴き、ご加護を得ら
れますよう、皆様のご参拝を心よりお待ちしております。

・期 間 令和７年元旦午後２時（新年一番祈祷）～同年３月末日午後５時

・祈祷料 個人5,000円～、法人10,000円～（出張祈祷は30,000円～）

・連絡先 三嶽神社（携帯090-8788-5530 担当・権禰宜 新山敏彦）



新嘗祭（収穫感謝祭）並びに神
宮大麻頒布始祭及び拝殿根田
修理終了奉告祭斎行

旧年11月24日に各農家組合長等参列のもと、標記祭

儀が斎行され、参列者が収穫に感謝して各々玉串を捧
げて拝礼されました。
昨年も記録的猛暑により農作物への被害が心配され

ましたが、当地域では立派なお米や野菜が収穫されま
した。これも偏に大神さまのご加護と生産者のご努力
の賜物と存じております。
新嘗祭に際しては、下記の方々より大神さまへの感

謝の気持ちを表すべく、秋の実りが奉納され、ご神前
に供えられました。
令和7年も質が良く豊作となりますよう、ご祈念申上

げます。

新嘗祭収穫物奉納御礼
髙橋初雄様 米一升
鎌田 剛様 米一升、柿一山
阿部教男様 人参一山
阿部忠由様 里芋一山
葛尾定治様 白菜、大根、蕪、玉葱各一山
葛尾昌悦様 玄米30キロ
阿部滋文様 球菜一山
齊藤喜美江様 白菜、玉菜、薩摩芋、里芋、

甘唐辛子、柿各一山
農事組合法人遊心様 米30キロ
照井弘美様 薩摩芋一山

また年末に各ご家庭でお受け戴いた神宮大麻をはじ
め三嶽神社のお札やお歳神などを神前にてお清めした
ほか、拝殿根太修理について無事終了したことを大神
さまに報告致しました。

厄年は、数え年で男性が２５歳・４２歳・６１歳、
女性が１９歳・３３歳・３７歳の年で、その前後
の年を前厄・後厄と呼んでいます。

中でも男性は４２歳、女性は３３歳を「大厄」と
言い、一生の中でも、体力、家庭環境、対社会的
にそれぞれ転機を迎える時でもあり、災厄が起こ
りやすい時期として忌み慎まれています。

そのため大神さまのご加護により災厄から身を護
るため、神社に参詣して災厄を払う厄払い祈願を
受けられる方が多くいらっしゃいます。

厄払い祈願は皆さまの氏神さまである三嶽神社で
受けられますよう、ご案内申上げます。

厄払い祈願のお申込みは神社社務所までお越し戴
くか、電話（090-8788-5530 権禰宜 新山敏
彦）、または当社ホームページのお問合せフォー
ムからお願いします。

令和７年の新春をお祝い申上げ、「正月限定ご朱印」を頒布します。正月を祝う言葉と今年の干支の文字、そしてご朱印の下には
巳（蛇）のスタンプが押されています。期間は令和７年の元旦から１月１５日迄です（日付は参拝された日をお入れ致します）。

またご好評をいただいております「季節のご朱印」。日本の文化や伝統行事をあしらったご朱印で、１月は干支の「巳（蛇）と
梅」、２月は「節分」です（「季節のご朱印」は書置きとなります。）。

初詣をはじめ参拝の証として、また縁起物として是非ご朱印拝受をお申し出ください。尚、正月限定ご朱印は元日のみ書置きでの
対応とさせて戴きます。

厄払い祈願のご案内

令和７年「正月限定ご朱印」・「季節のご朱印」頒布のご案内
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どんと祭のご案内
どんと祭は、旧年中にご加護戴いたお札・お守りなど
を焼き、その御神火にあたることによって、一年の無
病息災や家内安全などを祈願するお祭りです。当社で
は今年も１月１５日の１０時から神社境内で行います
ので是非ご参列ご参拝下さい。古いお札やお守りは境
内に設置した古札納め所にお納め下さい（古札納め所
は元日から設置しています）。
尚、お持ち戴く際は、予め燃えるものと燃えないもの
に別けて戴きますようお願い致します。

正月限定 季節のご朱印

１月（巳と梅）

季節のご朱印

２月（節分）
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